
「新型コロナウイルスの影響に関する緊急実態調査」

令和4年（2022）年1月

加 西 商 工 会 議 所

第20回

報 告 書



１　調査目的 新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う、企業経営への影響について、

その実態を把握することにより、今後商工会議所事業を行う上での基礎

データとするため。

２　調査期間 令和4年2月7日～令和4年2月14日【7日間】

３　調査対象 388件　

　製造加工業

　製造販売業

　建設業

　卸売業

　小売業

　飲食業

　サービス業

　運送業

　その他

４　調査方法　

５　有効回答数 134社（回答率34.5％）

調査票をFAXまたはメールにて送信し、FAXもしくはオンラインにて回答

調査概要



第20回

（1）前年同期（1月）との売上比較内訳

調査結果

製造加工業

44.0%

製造販売業

9.7%

建設業

9.7%

卸売業

1.5%

小売業

9.7%

飲食業

3.7%

サービス業

11.9%

運送業

6.0%

その他

3.7%

製造加工業

製造販売業

建設業

卸売業

小売業

飲食業

サービス業

運送業

その他
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昨年同期（1月）との売上比較内訳（単位：件）



（2）前々年同期（2020年1月）との売上比較

（3）現在、新型コロナウイルス感染症の影響はありますか

影響はある

28.4%

少し影響はある

45.5%

影響がでていた

が収まっている

14.9%

影響はない

11.2%

新型コロナウイルスの影響は

影響はある

少し影響はある

影響がでていたが収

まっている
影響はない

減少56.7%

増加23.1%

増減なし20.1%

前々年同期（2020年1月）との売上比較

減少

増加

増減なし



（4）今後の見通しについて教えてください（複数回答可）

その他

人材不足、仕入部品の不足、商品の入荷が遅れている、不明・コロナ禍を

含む社会状況による、店舗運営上の人手不足を想定しています、現在の売

上水準のまま、見通しが立てにくい状況、工期の遅れにより、資金繰りの

計画が立てにくい
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今後の見通しについて（単位：件）



（6）事業復活支援金に対する貴社の状況

（5）貴社の冬の賞与は昨年と比較してどうでしたか

既に申請済み, 

0.7%
申請に向けた準備

をしている, 7.5%

申請を検討

中, 16.4%

詳細が分か

らない, 

23.1%

申請条件

に当ては

まらない, 

52.2%

既に申請済み

申請に向けた準備をしている

申請を検討中

詳細が分からない

申請条件に当てはまらない

増加した

21.6%

減少した

10.4%

増減なし

50.7%

賞与は出さな

かった

17.2%

増加した

減少した

増減なし

賞与は出さなかった

昨年と比較した冬の賞与



その他
販路開拓、顧客層見直しではなく、在庫管理の最適化、顧客サ

ポート体制供花、リモート活用、Teams

（7）アフターコロナに向けての貴社の取り組み（複数回答可）

働き方の

再設計

新規事業の

開発

12.4%

DXプロジェ

クトの開始

既存事業の

最適化

16.5%

コスト削

減・効率化

32.1%

経営戦略見直し

7.6%

事業継続力強化

計画

5.2%

BCPの策定

5.6%

その他

2%

アフターコロナに向けた取り組み
働き方の再設計

新規事業の開発

DXプロジェクトの開始/推進

既存事業の最適化（顧客層見

直し等）
コスト削減・効率化

経営戦略見直し・シナリオプ

ランニング
事業継続力強化計画の策定

BCP（事業継続計画）の策定

その他


